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北
名
古
屋
市
の
ま
ち
づ
く
り
紹
介
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　よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
何
が

必
要
か
。
気
持
ち
を
新
た
に
、
今
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
振
り
返
り
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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　魅
力
あ
る
住
宅
都
市
に
向
け
て

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
も
と
よ
り
、
日
ご
ろ
か
ら
皆
様
に

は
、
市
政
の
運
営
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

な
ら
び
に
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
ま
で
の
市
政
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
く
財
政
事
情
の
も

と
、
き
た
バ
ス
の
運
行
や
西
春
駅
周
辺
の
整
備
、

下
水
道
の
整
備
、
市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化
な
ど

市
の
基
幹
整
備
を
は
じ
め
、
大
規
模
災
害
に
備
え

た
備
蓄
資
機
材
の
見
直
し
や
応
援
協
定
な
ど
、
新

し
い
市
と
し
て
の
基
礎
固
め
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　北
名
古
屋
市
の
誕
生
か
ら
９
年
目
を
迎
え
る
今

年
、
市
と
し
て
の
礎
も
徐
々
に
築
き
上
げ
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の

声
を
お
聞
き
し
、
共
に
考
え
る
な
か
で
市
政
の
方

向
を
見
据
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
に
ぎ

わ
い
と
活
力
が
あ
り
充
実
し
た
市
民
生
活
を
営
む
こ

と
の
で
き
る
北
名
古
屋
市
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
名
古
屋
市
に
隣
接
す
る
と
い
う
地

の
利
を
活
か
し
た
居
住
・
教
育
・
雇
用
を
中
心
と
し

た
、
都
市
機
能
の
更
な
る
強
化
を
推
し
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
鉄
道
で
市
が
東
西
に
分
断
さ
れ
て

い
る
現
状
を
解
消
す
る
た
め
の
鉄
道
立
体
交
差
化
事

業
、
災
害
時
に
救
援
物
資
の
受
け
入
れ
や
負
傷
者
に

対
応
す
る
た
め
の
医
療
機
関
に
近
接
し
た
広
場
の
整

備
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
運
動
場
の

建
設
、
市
内
小
中
学
校
へ
冷
房
を
完
備
す
る
教
育
環

境
整
備
、
老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
や
保
育
園
の

再
整
備
、
税
収
と
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
に
企
業
誘

致
へ
の
取
り
組
み
、
市
民
協
働
に
よ
る
自
主
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
魅
力

づ
く
り
に
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、「
健
康
快
適
都
市
」誰
も
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
豊
か

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　新
し
い
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多

き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

北名古屋市長
長瀬　保

　開
か
れ
た
議
会
を
目
指
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て
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年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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　市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

希
望
に
満
ち
た
平
成
26
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
平
素
よ
り
、
議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご

指
導
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　近
年
で
は
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
地
方

自
治
体
の
役
割
が
増
大
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
議
会

の
果
た
す
べ
き
責
務
も
益
々
重
要
な
も
の
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　急
激
な
都
市
化
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
本
市
に

お
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
と
す
る

防
災
対
策
、
公
共
下
水
道
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
、

運
動
広
場
や
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
工
事
、
ま
た
、
合
併
時
か
ら
懸
案
の

鉄
道
立
体
交
差
化
事
業
、
さ
ら
に
は
市
独
自
の
施

策
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
拡
充
な
ど
社
会
生
活
全

般
に
わ
た
り
、
取
り
組
む
べ
き
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
ま
す
。

　で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
要
望
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
な
形
で
、
こ
う
し
た
課
題
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
常
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
透
明
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
現
在
、
全
議
員

に
よ
る
年
２
回
の
議
会
報
告
会
の
開
催
、
本
会
議

や
各
種
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
な

ど
の
情
報
発
信
を
は
じ
め
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度

の
充
実
や
、
定
例
会
に
お
け
る
傍
聴
者
へ
の
閲
覧

資
料
の
設
置
、
委
員
会
に
お
け
る
会
議
資
料
の
貸

し
出
し
な
ど
、
様
々
な
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
も
全
議
員
で
構
成
す
る
議
会
改
革
推

進
協
議
会
で
の
活
発
な
議
論
を
通
し
て
、
こ
う
し

た
改
革
を
継
続
的
か
つ
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　本
年
は
市
議
会
議
員
選
挙
の
年
と
な
り
ま
す
が
、

議
会
と
し
ま
し
て
は
、
本
来
の
機
能
で
あ
る
行
政

の
執
行
に
つ
い
て
の
評
価
・
監
視
、
立
法
、
政
策

立
案
、
提
言
等
を
確
実
に
果
た
す
べ
く
、
誠
心
誠

意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の
さ

ら
な
る
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
で
実
り
多

く
、
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

北名古屋市議会議長
堀場　弘之

新年のごあいさつ
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北名古屋市議会議長
堀場　弘之

新年のごあいさつ
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　北名古屋市が誕生して８回目の新年を迎えました。ここで改
めて、市がよりよいまちづくりのために取り組んでいる政策、
取り組んでいくべき課題を紹介していきます。

　市民と行政が強い信頼関係を築いて地域性豊かなまち
づくりを行う「市民協働」のまちづくりを推進しています。

　北名古屋市の中央を、名鉄犬山線が南北に縦断してい
ます。交通の便のいいまちではありますが、東西の交通
を分断しており、活力あるまちづくりにむけて大きな課
題となっています。
　「一体感のあるコンパクトな都市」、「質の高い快適な都
市」、「創造的で活力のある自立した都市」を目指して、鉄
道立体交差化を含めた鉄道周辺まちづくり事業を推進し
ています。

公共施設の老朽化に歯止めをかけたい
　市では、昭和 40年代の人口急増期に、住環境を整えるために保
育園や児童館、道路、橋梁、水路など多くの社会基盤施設が整備さ
れました。それから 40年以上が経過し、それらの施設が同時に老
朽化を迎えています。
　施設の老朽化による事故を防ぐために、各施設の状態に合わせて
建て替えや耐震化、改修などによる長寿命化を行い、順次老朽化対
策をとっていかなければなりません。

まちの大きな分断要素を解消したい

○北名古屋市総合計画（平成 20年 3月）
　鉄道と道路の立体交差化を促進し、市街地の一体化を図ることを重点プロジェクトとしました。
○北名古屋市都市計画マスタープラン（平成 21年 3月）
　西春駅周辺を都心核とし、道路と鉄道との立体交差化を検討する区域としました。
　徳重・名古屋芸大駅周辺を副都心核とし、道路と鉄道との立体交差化を推進する区域としました。
○北名古屋市鉄道周辺まちづくり構想（平成 25年 2月）
　総合計画や都市計画マスタープランを踏まえ、委員会形式により市民のみなさんの意向をお聞きしながら、
西春駅から徳重・名古屋芸大駅周辺の今後のまちづくりの指針として策定しました。

災害の不安を軽減したい災害の不安を軽減したい災害の不安を軽減したい災害の不安を軽減したい災害の不安を軽減したい災害の不安を軽減したい災害の不安を軽減したい災害の不安を軽減したい

「市民協働」のまちづくり

今後建設される施設を紹介します
給食センター
　老朽化した学校給食施設を統廃合し、高い衛
生基準を備え将来にわたって安全・安心な給食
の提供できる設備と機能を集約させた学校給食
施設を、平成 27年度までに建設します。

給食センター完成予想図

（仮称）総合運動広場
　新たなごみ焼却工場の建設に伴い、現在の市
民グラウンドを廃止し、二子地内に新たに（仮
称）総合運動広場を建設します。
　総合運動広場は平成 27年度の供用開始を目
標としています。

北名古屋市のまちづくり紹介

○市民活動スペース
　　情報発信や打合せ、印刷、準備作業のほか団体同士の
交流の場としても利用できるスペースを市役所西庁舎 3
階に設置しています。

○市民協働事業モデル事業
　　市民と行政が協力・連携して地域の課題解決に取り組む試みです。その成果を公表することで「市民協
働」という手法を用いた事業の取り組みについての理解の促進を図ります。

○市民協働指針の策定
　　協働の考え方や実施するうえでのルールなど明示した手引書を作成しました。

○市民協働推進事業補助金
　　市民が自発的に行う公益社会貢献事業の経費の一部を補助します。

○市民活動団体登録制度
　　市内での公益的な活動をする市民活動団体への支援と
市民の社会貢献活動への参加増進を図る制度です。

　南海トラフ巨大地震や頻発するゲリラ豪雨を始めとする大規模な水
害、火災などに備え、被害を可能な限り最小限にとどめる不断の防災・
減災対策をすすめます。

　北名古屋市の中央を、名鉄犬山線が南北に縦断してい
ます。交通の便のいいまちではありますが、東西の交通
を分断しており、活力あるまちづくりにむけて大きな課

　「一体感のあるコンパクトな都市」、「質の高い快適な都
市」、「創造的で活力のある自立した都市」を目指して、鉄
道立体交差化を含めた鉄道周辺まちづくり事業を推進し

まちの大きな分断要素を解消したいまちの大きな分断要素を解消したいまちの大きな分断要素を解消したいまちの大きな分断要素を解消したい

　鉄道と道路の立体交差化を促進し、市街地の一体化を図ることを重点プロジェクトとしました。

○地震対策関連…耐震診断および耐震改修、住宅リフォーム等の促進
○消防関連　　…消防団の充実強化、消防広域化に伴う消防指令セン

ター事業費負担
○総合的な対策…防災行政無線デジタル整備工事
○雨水対策関連…久地野ポンプ場の増強、排水路の改修、雨水貯留施設

の整備促進、各戸貯留対策
○被災者の救護・救護対策…負傷者のトリアージ、支援物資や災害廃棄

物の集積、避難生活のための広場を確保
○災害時相互応援協定…大規模な災害が発生した際に、遠隔地の自治体

と相互援助ができるように、５自治体と協定を
締結しています。

　自助、共助、公助相互の連携を強化し、防災・減災事業全体について
安心できる体制の構築が今後必要となります。
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西
枇
杷
島
警
察
署

新
年
の
署
長
あ
い
さ
つ

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

皆
様
に
は
、
平
成
26
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
平
成
25
年
、
西
枇
杷

島
警
察
署
に
お
き
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
の
皆
様
が
、「
犯
罪
被

害
に
遭
わ
な
い
」「
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
」安
全
で
安
心
で
き
る

街
づ
く
り
の
た
め
、「
２
市
１
町

の
安
全
・
安
心
」を
目
標
に
掲

げ
、
管
内
の
治
安
情
勢
を
適
時
、

分
析
・
検
討
し
、
犯
罪
抑
止
対

策
、
交
通
死
亡
事
故
抑
止
対
策
、

青
少
年
非
行
防
止
対
策
、
災
害

対
策
な
ど
各
種
警
察
活
動
を
推

進
し
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
２
市
１
町
の
自
治

体
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
に

よ
る
各
種
団
体
の
心
強
い
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　平
成
26
年
の
西
枇
杷
島
警
察

署
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、「
２
市
１
町
の
安
全
・

安
心
」を
目
標
に
掲
げ
、
犯
罪
抑

止
対
策
、
交
通
死
亡
事
故
抑
止

対
策
、
青
少
年
非
行
防
止
対
策
、

災
害
対
策
な
ど
安
全
・
安
心
の

街
づ
く
り
の
た
め
、
署
員
一
丸

と
な
り
各
種
警
察
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
同
様
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
運
動
を
始
め
た
い
け
れ
ど
機
会

が
な
い
」、「
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
」

と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
自
分
に
合
っ
た
運
動
法
を
学
び

ま
す
。

と

　き　
１
月
24
日
〜
２
月
28
日
の

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分（
２
月
14
日
を
除
く
全
５

回
）

と
こ
ろ　
健
康
ド
ー
ム

対

　象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、

自
分
で
通
え
る
方

定

　員　
20
人（
先
着
順
）

内

　容

○
第
１
回（
１
月
24
日
）

　
医
師
に
よ
る
講
話
、
体
操

○
第
２
回（
１
月
31
日
）

食
事
に
つ
い
て
の
講
話
、
体
操
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

○
第
３
回（
２
月
７
日
）

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
話
、
体

操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

○
第
４
回（
２
月
21
日
）

体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

○
第
５
回（
２
月
28
日
）　

体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

申
込
み　
電
話
で
高
齢
福
祉
課
へ
。

募
集
内
容

　大道
芸
や
伝
統
芸
能
な

ど
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
演
技
の
で
き

る
方
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

応
募
期
限

　１月
31
日（
金
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
み

　はが
き
に
、
住
所
・
氏

名
・
参
加
予
定
人
数
・
電
話
番

号
・
演
技
内
容
・
コ
メ
ン
ト
を
明

記
し
、
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
へ
。
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

住

　所

　〒４
８
１‐

０
０
０
３

北
名
古
屋
市
能
田
引
免
地
40
番
地

総
合
体
育
館
内
北
名
古
屋
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
宛

フ
ァ
ク
ス　
（
23
）０
５
０
２

※

主
催
者
の
選
考
で
出
演
者
を
決
定

し
ま
す
。
ま
た
、
ま
つ
り
の
詳
細

は
、
決
定
次
第
出
演
者
に
連
絡
し

ま
す
。

問
合
せ

　市レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
事
務
局
・
佐
藤
☎
０
９
０（
２

７
７
０
）７
９
０
３

　
市
体
育
協
会
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
健
康
の
保
持
や
人
々
と
の
交

流
を
目
的
と
し
て
、「
新
春
チ
ャ
レ
ン

ジ
マ
ラ
ソ
ン
」を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
選
手

を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
招
待

し
、
マ
ラ
ソ
ン
終
了
後
に
サ
イ
ン
色

紙
抽
選
会
も
行
な
い
ま
す
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
部
は
当
日
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

　き　
１
月
19
日（
日
）午
前
９
時

10
分
〜

と
こ
ろ　
文
化
の
森
広
場（
文
化
勤

労
会
館
東
）発
着

ジ
ョ
ギ
ン
グ

　距

　離

　２・
５
㎞

　参加
料　
１
０
０
円

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　距

　離

　１・
５
㎞

　参加
料　
１
０
０
円

※

マ
ラ
ソ
ン（
５
㎞
・
10
㎞
）の
参
加

受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事

務
局
☎（
25
）９
３
１
１
へ
。

※

大
会
当
日
の
開
催
案
内
は
☎
０
１

８
０（
99
）１
５
２
６（
音
声
案
内
）

へ
。
そ
の
他
当
日
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
☎（
25
）

２
７
１
１
へ
。

と　き　２月２日（日）　午前７時～午後 5時 15分
ところ　ヘブンスそのはらスノーワールド（長野県）
出　発　午前 7時に市役所東庁舎南側駐車場を出発
対　象　ふれあいスポーツクラブ会員および市内在

住・在勤の親子（中学生以下は保護者同伴）
定　員　80人（先着順）
参加費　○大人（高校生以上）6,000 円
　　　　○子ども（中学生以下）5,000 円
※スポーツクラブ会員の方は 1,000円引き。レン
タルスキー・レンタルウェア料金（各 3,000 円）
と昼食代は参加費に含まれません。
申込み　1月 6日（月）～ 17 日（金）（土・日・祝日

は除く）の午前９時～午後５時に、参加費
（レンタル代）を持ってふれあいスポーツク
ラブ事務局（スポーツ課内・東庁舎）へ。

※電話での申込みはできません。

ふれあいスキー教室
パウダースノーを
　体験しに行こう！

　白銀のゲレンデで、思い思いのシュプールを描いてみませんか。
　指導者がレベルに応じて教えますので、親子や友だちと一緒に楽
しめます。

午前 7時 午前 8時 40分 午前 10時～ 11時 30分

午後 1時～ 2時 30分午後 3時 30分午後 5時 15分

ヘブンスそのはら到着

ヘブンスそのはら出発

スキー教室

昼食休憩

スキー教室・フリー滑走

昼食休憩

東庁舎出発

東庁舎到着

第３　回
北
な
ご
や
新
春

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

西枇杷島警察署長
髙木　剛志

桜
ま
つ
り

参
加
者
募
集

４
月
に
開
催
さ
れ
る「
桜
ま
つ
り
」の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

運
動
手
は
じ
め
教
室

参
加
者
募
集

署
長
写
真

今年のゲストランナーは
中日ドラゴンズ

田島 慎二　選手！！
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西
枇
杷
島
警
察
署

新
年
の
署
長
あ
い
さ
つ

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

皆
様
に
は
、
平
成
26
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
平
成
25
年
、
西
枇
杷

島
警
察
署
に
お
き
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
の
皆
様
が
、「
犯
罪
被

害
に
遭
わ
な
い
」「
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
」安
全
で
安
心
で
き
る

街
づ
く
り
の
た
め
、「
２
市
１
町

の
安
全
・
安
心
」を
目
標
に
掲

げ
、
管
内
の
治
安
情
勢
を
適
時
、

分
析
・
検
討
し
、
犯
罪
抑
止
対

策
、
交
通
死
亡
事
故
抑
止
対
策
、

青
少
年
非
行
防
止
対
策
、
災
害

対
策
な
ど
各
種
警
察
活
動
を
推

進
し
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
２
市
１
町
の
自
治

体
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
に

よ
る
各
種
団
体
の
心
強
い
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　平
成
26
年
の
西
枇
杷
島
警
察

署
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、「
２
市
１
町
の
安
全
・

安
心
」を
目
標
に
掲
げ
、
犯
罪
抑

止
対
策
、
交
通
死
亡
事
故
抑
止

対
策
、
青
少
年
非
行
防
止
対
策
、

災
害
対
策
な
ど
安
全
・
安
心
の

街
づ
く
り
の
た
め
、
署
員
一
丸

と
な
り
各
種
警
察
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
同
様
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
運
動
を
始
め
た
い
け
れ
ど
機
会

が
な
い
」、「
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
」

と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
自
分
に
合
っ
た
運
動
法
を
学
び

ま
す
。

と

　き　
１
月
24
日
〜
２
月
28
日
の

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分（
２
月
14
日
を
除
く
全
５

回
）

と
こ
ろ　
健
康
ド
ー
ム

対

　象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、

自
分
で
通
え
る
方

定

　員　
20
人（
先
着
順
）

内

　容

○
第
１
回（
１
月
24
日
）

　
医
師
に
よ
る
講
話
、
体
操

○
第
２
回（
１
月
31
日
）

食
事
に
つ
い
て
の
講
話
、
体
操
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

○
第
３
回（
２
月
７
日
）

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
話
、
体

操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

○
第
４
回（
２
月
21
日
）

体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

○
第
５
回（
２
月
28
日
）　

体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

申
込
み　
電
話
で
高
齢
福
祉
課
へ
。

募
集
内
容

　大道
芸
や
伝
統
芸
能
な

ど
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
演
技
の
で
き

る
方
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

応
募
期
限

　１月
31
日（
金
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
み

　はが
き
に
、
住
所
・
氏

名
・
参
加
予
定
人
数
・
電
話
番

号
・
演
技
内
容
・
コ
メ
ン
ト
を
明

記
し
、
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
へ
。
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

住

　所

　〒４
８
１‐

０
０
０
３

北
名
古
屋
市
能
田
引
免
地
40
番
地

総
合
体
育
館
内
北
名
古
屋
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
宛

フ
ァ
ク
ス　
（
23
）０
５
０
２

※

主
催
者
の
選
考
で
出
演
者
を
決
定

し
ま
す
。
ま
た
、
ま
つ
り
の
詳
細

は
、
決
定
次
第
出
演
者
に
連
絡
し

ま
す
。

問
合
せ

　市レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
事
務
局
・
佐
藤
☎
０
９
０（
２

７
７
０
）７
９
０
３

　
市
体
育
協
会
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
健
康
の
保
持
や
人
々
と
の
交

流
を
目
的
と
し
て
、「
新
春
チ
ャ
レ
ン

ジ
マ
ラ
ソ
ン
」を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
選
手

を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
招
待

し
、
マ
ラ
ソ
ン
終
了
後
に
サ
イ
ン
色

紙
抽
選
会
も
行
な
い
ま
す
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
部
は
当
日
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

　き　
１
月
19
日（
日
）午
前
９
時

10
分
〜

と
こ
ろ　
文
化
の
森
広
場（
文
化
勤

労
会
館
東
）発
着

ジ
ョ
ギ
ン
グ

　距

　離

　２・
５
㎞

　参加
料　
１
０
０
円

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　距

　離

　１・
５
㎞

　参加
料　
１
０
０
円

※

マ
ラ
ソ
ン（
５
㎞
・
10
㎞
）の
参
加

受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事

務
局
☎（
25
）９
３
１
１
へ
。

※

大
会
当
日
の
開
催
案
内
は
☎
０
１

８
０（
99
）１
５
２
６（
音
声
案
内
）

へ
。
そ
の
他
当
日
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
☎（
25
）

２
７
１
１
へ
。

と　き　２月２日（日）　午前７時～午後 5時 15分
ところ　ヘブンスそのはらスノーワールド（長野県）
出　発　午前 7時に市役所東庁舎南側駐車場を出発
対　象　ふれあいスポーツクラブ会員および市内在

住・在勤の親子（中学生以下は保護者同伴）
定　員　80人（先着順）
参加費　○大人（高校生以上）6,000 円
　　　　○子ども（中学生以下）5,000 円
※スポーツクラブ会員の方は 1,000円引き。レン
タルスキー・レンタルウェア料金（各 3,000 円）
と昼食代は参加費に含まれません。
申込み　1月 6日（月）～ 17 日（金）（土・日・祝日

は除く）の午前９時～午後５時に、参加費
（レンタル代）を持ってふれあいスポーツク
ラブ事務局（スポーツ課内・東庁舎）へ。

※電話での申込みはできません。

ふれあいスキー教室
パウダースノーを
　体験しに行こう！

　白銀のゲレンデで、思い思いのシュプールを描いてみませんか。
　指導者がレベルに応じて教えますので、親子や友だちと一緒に楽
しめます。

午前 7時 午前 8時 40分 午前 10時～ 11時 30分

午後 1時～ 2時 30分午後 3時 30分午後 5時 15分

ヘブンスそのはら到着

ヘブンスそのはら出発

スキー教室

昼食休憩

スキー教室・フリー滑走

東庁舎出発

東庁舎到着

第３　回
北
な
ご
や
新
春

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

西枇杷島警察署長
髙木　剛志

桜
ま
つ
り

参
加
者
募
集

４
月
に
開
催
さ
れ
る「
桜
ま
つ
り
」の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

運
動
手
は
じ
め
教
室

参
加
者
募
集

署
長
写
真

今年のゲストランナーは
中日ドラゴンズ

田島 慎二　選手！！
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◆
障
害
者
控
除

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

が
、
所
得
税
な
ど
の
障
害
者
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」が
必
要
で
す
。

　
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
の
方
は
高
齢
福
祉
課

（
東
庁
舎
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　象

　
平
成
25
年
12
月
31
日
現
在
で
要
介

護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
満

65
歳
以
上
の
方（
要
介
護
１
〜
３
は

障
害
者
控
除
、
要
介
護
４
、
５
は
特

別
障
害
者
控
除
）   

※

対
象
の
方
が
、
昨
年
中
に
死
亡
し

て
い
る
場
合
は
、
死
亡
時
の
現
況

に
よ
り
判
定
し
ま
す
。
ま
た
、
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

方
は
、
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

が
、
お
む
つ
代
に
係
る
費
用
の
医
療

費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
領
収
書

と
医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方
は
、
医

師
の
証
明
書
の
代
わ
り
に
市
が
発
行

す
る「
お
む
つ
の
使
用
に
関
す
る
確

認
書
」を
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る

か
、
申
告
の
際
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
確
認
書
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
の
方
は
高
齢
福
祉
課

（
東
庁
舎
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　象

　
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
主
治
医
意

見
書
で
、「
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
こ

と
」お
よ
び「
尿
失
禁
の
発
生
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
」が
確
認
で
き
る
方

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課

へ
。

流域下水道管きょ布設工事
　県では、より多くの方が下水道を利用できるよう
に平成 27 年 2 月まで、下図の箇所で管きょ布設工
事を行います。
　工事に伴い交通規制等でご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

　
西
春
日
井
２
市
１
町
合
同
出
初
式

が
師
勝
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
出
初
式
は
、
北
名
古
屋
市
と

清
須
市
、
豊
山
町
で
開
催
地
が
持
ち

回
さ
れ
、
今
回
は
本
市
で
開
催
し
ま

す
。
　
当
日
は
、
西
春
日
井
広
域
消
防
本

部
と
西
春
日
井
地
区
の
消
防
団
が
一

堂
に
会
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
活
動
や

訓
練
の
成
果
、
は
し
ご
車
に
よ
る
救

助
訓
練
を
披
露
し
ま
す
。

　
ま
た
、
色
水
に
よ
る
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
、
新
春
の
空
を
彩
り
ま
す
。

　
ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

師
勝
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駐
車

場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
　き　
１
月
12
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
師
勝
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※

雨
天
の
場
合
は
、
師
勝
中
学
校
体

育
館
で
内
容
を
一
部
変
更
し
て
行

い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
交
通
課
へ
。

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現

役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加
入
し

保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年

を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
次
の
３
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

■
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業（
農
林
漁
業
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）・
自
由
業
・

学
生
・
無
職
の
方
と
そ
の
配
偶
者

※

加
入
手
続
き
な
ど
は
、
市
役
所
の

国
保
医
療
課（
東
・
西
庁
舎
）が
窓

口
で
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
な
ど

の
加
入
者

※

加
入
手
続
き
な
ど
は
、
会
社
を
通

じ
て
年
金
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

■
第
３
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
な
ど

の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者

※

加
入
手
続
き
な
ど
は
、
配
偶
者
の

会
社
を
通
じ
て
年
金
事
務
所
で
行

い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
医
療
課

へ
。

工 事 名　
新川東部流域下
水道事業 管きょ
布設工事（弥勒寺
工区）

工事場所
　西之保地内外

　お問い合わせは、
愛知県尾張建設事
務所尾張流域下水
道出張所施設課☎
（25）1058 へ。
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　12 月 1 日から 3 年間の任期で、99 人の民生委員・児童委員および 6 人の主任児童委員
が厚生労働大臣から委嘱され、社会奉仕の精神をもって、地域福祉の向上のためにさまざま
な活動を展開します。また、児童福祉は、地区を担当する民生委員・児童委員と専門的に担
当する主任児童委員が一体となって活動を展開しています。
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　お問い合わせは、社会福祉課へ。
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◆
障
害
者
控
除

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

が
、
所
得
税
な
ど
の
障
害
者
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」が
必
要
で
す
。

　
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
の
方
は
高
齢
福
祉
課

（
東
庁
舎
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　象

　
平
成
25
年
12
月
31
日
現
在
で
要
介

護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
満

65
歳
以
上
の
方（
要
介
護
１
〜
３
は

障
害
者
控
除
、
要
介
護
４
、
５
は
特

別
障
害
者
控
除
）   

※

対
象
の
方
が
、
昨
年
中
に
死
亡
し

て
い
る
場
合
は
、
死
亡
時
の
現
況

に
よ
り
判
定
し
ま
す
。
ま
た
、
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

方
は
、
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

が
、
お
む
つ
代
に
係
る
費
用
の
医
療

費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
領
収
書

と
医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方
は
、
医

師
の
証
明
書
の
代
わ
り
に
市
が
発
行

す
る「
お
む
つ
の
使
用
に
関
す
る
確

認
書
」を
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る

か
、
申
告
の
際
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
確
認
書
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
の
方
は
高
齢
福
祉
課

（
東
庁
舎
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　象

　
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
主
治
医
意

見
書
で
、「
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
こ

と
」お
よ
び「
尿
失
禁
の
発
生
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
」が
確
認
で
き
る
方

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課

へ
。

流域下水道管きょ布設工事
　県では、より多くの方が下水道を利用できるよう
に平成 27 年 2 月まで、下図の箇所で管きょ布設工
事を行います。
　工事に伴い交通規制等でご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

　
西
春
日
井
２
市
１
町
合
同
出
初
式

が
師
勝
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
出
初
式
は
、
北
名
古
屋
市
と

清
須
市
、
豊
山
町
で
開
催
地
が
持
ち

回
さ
れ
、
今
回
は
本
市
で
開
催
し
ま

す
。
　
当
日
は
、
西
春
日
井
広
域
消
防
本

部
と
西
春
日
井
地
区
の
消
防
団
が
一

堂
に
会
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
活
動
や

訓
練
の
成
果
、
は
し
ご
車
に
よ
る
救

助
訓
練
を
披
露
し
ま
す
。

　
ま
た
、
色
水
に
よ
る
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
、
新
春
の
空
を
彩
り
ま
す
。

　
ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

師
勝
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駐
車

場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
　き　
１
月
12
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
師
勝
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※

雨
天
の
場
合
は
、
師
勝
中
学
校
体

育
館
で
内
容
を
一
部
変
更
し
て
行

い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
交
通
課
へ
。

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現

役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加
入
し

保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年

を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
次
の
３
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

■
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業（
農
林
漁
業
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）・
自
由
業
・

学
生
・
無
職
の
方
と
そ
の
配
偶
者

※

加
入
手
続
き
な
ど
は
、
市
役
所
の

国
保
医
療
課（
東
・
西
庁
舎
）が
窓

口
で
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
な
ど

の
加
入
者

※

加
入
手
続
き
な
ど
は
、
会
社
を
通

じ
て
年
金
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

■
第
３
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
な
ど

の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者

※

加
入
手
続
き
な
ど
は
、
配
偶
者
の

会
社
を
通
じ
て
年
金
事
務
所
で
行

い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
医
療
課

へ
。

工 事 名　
新川東部流域下
水道事業 管きょ
布設工事（弥勒寺
工区）

工事場所
　西之保地内外

　お問い合わせは、
愛知県尾張建設事
務所尾張流域下水
道出張所施設課☎
（25）1058 へ。
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vol. 

　鴨田小学校と西春小学校で、アイルランド民族楽器の音
楽鑑賞会が行われました。
　演奏されたのはアイルランドのミュージシャンであるマー
ク・レドモンドさん。両校に勤務する英語指導助手（ALT）
の招待で市を訪れました。マーク・レドモンドさんの演奏す
るイーリアンパイプスという民族楽器は、奏法も奏でる音
も独特で、普段耳にすることのない音楽を児童たちは時間
を忘れて聞き入っていました。

アイルランド民族音楽鑑賞会

北海道日本ハムファイターズ稲葉篤紀選手表敬訪問
市役所東庁舎

消防団観閲式
西春中学校

ふれあいフェスタ2013
健康ドーム

第8回北名古屋市民音楽祭
文化勤労会館

金婚祝賀式
総合体育館

86

18
11

17
11

1
12

23
11

11

22
11

　県などが主催する｢すまいる愛知住宅賞｣の｢愛知県森林協会長賞｣に鹿田在住の
一級建築士平手公基さん（41歳）が設計した｢大珠寺庫裡（だいしゅうじくり）｣（熊
之庄）が選ばれました。
　この｢すまいる愛知住宅賞｣は人や地域にゆとりと安らぎを与えるような、やさ
しい空間づくりを提案した住まいを広く募集し、表彰するものです。
　平手さんが日本建築に興味を持ったのは大学の卒論で近代建築の三大巨匠とい
われるフランク・ロイド・ライトの研究をしたことがきっかけ。ライトは「自然
との調和」を建築で表現した日本建築に影響を受けた人物。彼の研究を通して平
手さんは自然とつながる日本の建築の素晴らしさを知ったといいます。

佐藤 要 記者

平手 公基 さん
  　（鹿田）
平手 公基 さん
  　（鹿田）

家も地産地消で素晴らしい木造建築

上映のあと、集まったみなさんでプロジェクト
にゆかりのある手作りの料理を一緒に頂きまし
た。こころのこもったこの上ない味でした。

上映のあと、集まったみなさんでプロジェクト
にゆかりのある手作りの料理を一緒に頂きまし
た。こころのこもったこの上ない味でした。

　今回受賞した｢大珠寺庫裡｣も木材を丹念に加工し組み立てられた日本の木造建築を
象徴するような建物。審査委員長からは｢若々しさが時に荒っぽく見えるところもあ
るが、本格的な木造に取り組んだとても好感の持てる家｣と評価されました。
　平手さんは｢これからも、この地域にある木材を使い、この地域の大工職人の手で
本格的な木造の家を作っていきたい｣と語ってくれました。

そ
こ
に
暮
ら
す

地
域
の
恵
み
の
宝こ

そ
が

　
有
機
農
法
の
野
菜
作
り
を
指
導
し
て
い

る「
き
た
な
ご
の
里
」の
畑
で
、
取
材
を
す

る
大
学
生
と
出
会
い
ま
し
た
。
こ
の
取
材

は「
土
と
人
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
っ
て
、
名
古
屋
芸
術
大
学
の
服
部
滋

樹
教
授
の
提
案
に
よ
り
、
大
学
近
隣
の
地

域
に
暮
ら
す
も
の
づ
く
り
を
す
る
人
た
ち

を
訪
ね
、
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
一
昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
38
名
の
有
志
の
学
生
が「
き
た
な
ご

の
里
」の
山
田
一
浩
さ
ん
の
ほ
か
、
市
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
訪
ね
親
交
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　
各
々
が
取
材
し
た
も
の
づ
く
り
の
人
た

ち
を
編
集
し
映
像
で
見
せ
る
と
い
う
取
り

組
み
も
行
わ
れ
て
お
り
、
上
映
会「
こ
こ

の
ひ
と
と
」で
は
、「
き
た
な
ご
の
里
」を
は

じ
め
、
カ
フ
ェ
の
店
主
、
パ
ン
、
和
菓
子

な
ど
、
も
の
づ
く
り
の
様
子
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
職
人
た
ち
の
日
常
を
も
映
し
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
何
度
も
訪
れ
、
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
取
材
の
カ
メ
ラ
に
向

け
ら
れ
た
笑
顔
は
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
の
人
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
は
と
て
も
温
か
く
、
そ
れ
は「
も

の
」を
作
る
人
が
、
そ
れ
を
使
う
人
の
幸

せ
を
願
い
な
が
ら
作
っ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　
北
名
古
屋
市
に
通
う
学
生
と
、
こ
の
土

地
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
ふ
れ
あ
い
、
心
を

通
わ
せ
、
さ
ら
に
営
み
を
人
と
人
が
つ
な

い
で
い
く
。
近
い
将
来
、
こ
の
つ
な
が
り

が
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
担
う
大
切
な

糧
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

水
野 

美
保 
記
者

人

2０・２１

2月10 日（月）～21日（金）　　  ところ　市役所西庁舎

市民記者の眼で見た市民記者の眼で見た 北名古屋北名古屋
写真展示会

1月25 日（土）～2 月 6 日（木）　ところ　もえの丘
大珠寺庫裡



平成26年　1月 10平成26年　1月11

vol. 

　鴨田小学校と西春小学校で、アイルランド民族楽器の音
楽鑑賞会が行われました。
　演奏されたのはアイルランドのミュージシャンであるマー
ク・レドモンドさん。両校に勤務する英語指導助手（ALT）
の招待で市を訪れました。マーク・レドモンドさんの演奏す
るイーリアンパイプスという民族楽器は、奏法も奏でる音
も独特で、普段耳にすることのない音楽を児童たちは時間
を忘れて聞き入っていました。

アイルランド民族音楽鑑賞会

北海道日本ハムファイターズ稲葉篤紀選手表敬訪問
市役所東庁舎

消防団観閲式
西春中学校

ふれあいフェスタ2013
健康ドーム

第8回北名古屋市民音楽祭
文化勤労会館

金婚祝賀式
総合体育館
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11
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11

　県などが主催する｢すまいる愛知住宅賞｣の｢愛知県森林協会長賞｣に鹿田在住の
一級建築士平手公基さん（41歳）が設計した｢大珠寺庫裡（だいしゅうじくり）｣（熊
之庄）が選ばれました。
　この｢すまいる愛知住宅賞｣は人や地域にゆとりと安らぎを与えるような、やさ
しい空間づくりを提案した住まいを広く募集し、表彰するものです。
　平手さんが日本建築に興味を持ったのは大学の卒論で近代建築の三大巨匠とい
われるフランク・ロイド・ライトの研究をしたことがきっかけ。ライトは「自然
との調和」を建築で表現した日本建築に影響を受けた人物。彼の研究を通して平
手さんは自然とつながる日本の建築の素晴らしさを知ったといいます。

佐藤 要 記者

平手 公基 さん
  　（鹿田）
平手 公基 さん
  　（鹿田）

家も地産地消で素晴らしい木造建築

上映のあと、集まったみなさんでプロジェクト
にゆかりのある手作りの料理を一緒に頂きまし
た。こころのこもったこの上ない味でした。

上映のあと、集まったみなさんでプロジェクト
にゆかりのある手作りの料理を一緒に頂きまし
た。こころのこもったこの上ない味でした。

　今回受賞した｢大珠寺庫裡｣も木材を丹念に加工し組み立てられた日本の木造建築を
象徴するような建物。審査委員長からは｢若々しさが時に荒っぽく見えるところもあ
るが、本格的な木造に取り組んだとても好感の持てる家｣と評価されました。
　平手さんは｢これからも、この地域にある木材を使い、この地域の大工職人の手で
本格的な木造の家を作っていきたい｣と語ってくれました。

そ
こ
に
暮
ら
す

地
域
の
恵
み
の
宝こ

そ
が

　
有
機
農
法
の
野
菜
作
り
を
指
導
し
て
い

る「
き
た
な
ご
の
里
」の
畑
で
、
取
材
を
す

る
大
学
生
と
出
会
い
ま
し
た
。
こ
の
取
材

は「
土
と
人
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
っ
て
、
名
古
屋
芸
術
大
学
の
服
部
滋

樹
教
授
の
提
案
に
よ
り
、
大
学
近
隣
の
地

域
に
暮
ら
す
も
の
づ
く
り
を
す
る
人
た
ち

を
訪
ね
、
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
一
昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
38
名
の
有
志
の
学
生
が「
き
た
な
ご

の
里
」の
山
田
一
浩
さ
ん
の
ほ
か
、
市
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
訪
ね
親
交
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　
各
々
が
取
材
し
た
も
の
づ
く
り
の
人
た

ち
を
編
集
し
映
像
で
見
せ
る
と
い
う
取
り

組
み
も
行
わ
れ
て
お
り
、
上
映
会「
こ
こ

の
ひ
と
と
」で
は
、「
き
た
な
ご
の
里
」を
は

じ
め
、
カ
フ
ェ
の
店
主
、
パ
ン
、
和
菓
子

な
ど
、
も
の
づ
く
り
の
様
子
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
職
人
た
ち
の
日
常
を
も
映
し
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
何
度
も
訪
れ
、
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
取
材
の
カ
メ
ラ
に
向

け
ら
れ
た
笑
顔
は
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
の
人
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
は
と
て
も
温
か
く
、
そ
れ
は「
も

の
」を
作
る
人
が
、
そ
れ
を
使
う
人
の
幸

せ
を
願
い
な
が
ら
作
っ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　
北
名
古
屋
市
に
通
う
学
生
と
、
こ
の
土

地
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
ふ
れ
あ
い
、
心
を

通
わ
せ
、
さ
ら
に
営
み
を
人
と
人
が
つ
な

い
で
い
く
。
近
い
将
来
、
こ
の
つ
な
が
り

が
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
担
う
大
切
な

糧
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

水
野 

美
保 

記
者

人
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2月10 日（月）～21日（金）　　  ところ　市役所西庁舎

市民記者の眼で見た市民記者の眼で見た 北名古屋北名古屋
写真展示会

1月25 日（土）～2 月 6 日（木）　ところ　もえの丘
大珠寺庫裡



催
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成
人
の
つ
ど
い

▼
と
き
＝
１
月
11
日（
土
）午
前
10
時
～
11

時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
対
象
＝
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
※
本
市
に
住
民

登
録
が
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
。当
日
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課

　
も
え
の
丘　
青
空
市
場

▼
と
き
＝
１
月
12
日（
日
）午
前
８
時
30
分

～
（
１
月
は
第
２
日
曜
日
に
開
催
）▼
と

こ
ろ
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
東

側
▼
内
容
＝
新
鮮
な
野
菜
等
の
販
売（
商

品
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）▼
問
合
せ
＝

社
会
福
祉
協
議
会
本
所

※
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
西
春
日
井
地
域
「
福
祉
の
店
」

▼
と
き
＝
１
月
22
日（
水
）
～
27
日（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
ア
ピ

タ
名
古
屋
空
港
店
３
階
▼
内
容
＝
西
春
日

井
地
域
の
障
害
者
施
設
で
作
っ
た
手
芸

品
、
花
や
野
菜
の
苗
、
陶
芸
作
品
、
パ
ン

や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
販
売
▼
問
合
せ
＝
尾

張
中
部
福
祉
の
杜
☎（
22
）１
１
２
３

　
い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》

▼
と
き
＝
１
月
17
日（
金
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館

午
前
の
部

▼
内
容
＝
講
演「
新
し
い
年
を
む
か
え
て
」

▼
講
師
＝
柴
田
真
成
氏（
高
田
寺
住
職
）

午
後
の
部（
会
員
以
外
の
観
覧
も
可
）

▼
内
容
＝
日
本
舞
踊
・
歌
謡
舞
踊
▼
出
演

＝
宗
家
西
川
流
西
川
扇
左
条
社
中
▼
参
加

費
＝
３
０
０
円
▼
持
ち
物
＝
出
席
簿
▼
問

合
せ
＝
高
齢
福
祉
課

　
北
名
古
屋
市
文
化
協
会
主
催

　
「
三
遊
亭
円
丈
＆
渕
上
雅
代

　
　
　
　
　
　
新
春
夢
の
競
演
」

▼
と
き
＝
1
月
13
日（
月
）午
後
2
時
～

（
開
場
：
午
後
1
時
30
分
～
）▼
と
こ
ろ
＝

文
化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル
▼
入
場
券
＝
前

売
：
１
０
０
０
円
、
当
日
：
１
５
０
０
円

（
前
売
券
は
、文
化
勤
労
会
館
、東
公
民
館
、

生
涯
学
習
課（
東
庁
舎
）で
販
売
し
て
い
ま

す
）▼
問
合
せ
＝
東
公
民
館

　
文
化
財
防
火
訓
練

▼
と
き
＝
１
月
24
日（
金
）午
前
９
時
～
▼

と
こ
ろ
＝
高
田
寺
本
堂
▼
内
容
＝
文
化
財

を
火
災
・
震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
の
訓
練
▼
問
合
せ
＝
歴
史
民
俗
資
料

館

　
小
・
中
学
生

　
　
　
総
合
体
育
館
無
料
開
放

ア
リ
ー
ナ

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
～
正
午

※
人
数
が
多
い
と
き
は
、
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
～
正

午
。
た
だ
し
、
１
月
11
日
は
除
く
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
～
正
午

※
保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

　
名
古
屋
芸
術
大
学
演
奏
会

○
研
究
生
修
了
演
奏
会　

▼
と
き
＝
２
月
４
日（
火
）午
後
６
時
～

（
予
定
）▼
と
こ
ろ
＝
電
気
文
化
会
館
ザ
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

○
第
12
回
歌
曲
の
夕
べ

▼
と
き
＝
２
月
８
日（
土
）午
後
５
時
～

（
予
定
）▼
と
こ
ろ
＝
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ 

Ｈ

Ａ
Ｌ
Ｌ

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理

券
は
文
化
勤
労
会
館
、
東
公
民
館
、
生

涯
学
習
課（
東
庁
舎
）で
配
布
し
て
い
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

健康ドーム子育て支援室　☎（22）7601
東子育て支援センター　☎（26）7763
西子育て支援センター　☎（25）5155
北子育て支援センター　☎（22）5517
南子育て支援センター　☎（22）5677

催
　
し

名古屋芸術大学 特別講義

第18回 私の研究を語る

【問合せ】名古屋芸術大学 美術学部 / デザイン学部
　　　　☎（24）0325

神戸 峰男
日本芸術院会員、日展常務理事

日本彫刻会常務理事
名古屋芸術大学 美術学部長

氏

「私のシルクロード」

名古屋芸術大学西キャンパス Ｂ棟 大講義室
1月15日（水）午後 5 時 30 分～ 7 時

入場無料・聴講自由
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図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
今
月
の
催
し

○
東
図
書
館

▼
こ
ど
も
映
画
会
＝
第
2
日
曜
日
午
後
2

時
～
▼
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
＝
第
３

日
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
▼
お
話
会
＝
第

３
土
曜
日
午
前
11
時
～

○
西
図
書
館

▼
お
話
会
＝
第
２・３・４
土
曜
日
午
前
11

時
～

◆
今
月
の
休
館
日

▼
と
き
＝
１
月
１
日（
水
）
～
４
日（
土
）・

６
日（
月
）・
14
日（
火
）・
20
日（
月
）・
27

日（
月
）・
28
日（
火
）

◆
東
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館
の

　特
別
整
理
期
間
に
伴
う
休
館
日

　
東
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
１

月
27
日（
月
）か
ら
２
月
６
日（
木
）ま
で
の

間
、
図
書
等
の
特
別
整
理
お
よ
び
図
書
館

シ
ス
テ
ム
機
器
更
新
の
た
め
休
館
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
東
・
西
図
書
館

　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

▼
と
き
＝
１
月
18
日（
土
）午
後
3
時
～
3

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
▼
内

容
＝
ゆ
っ
た
り
と
語
り
か
け
る
お
話
会
▼

対
象
＝
5
歳
以
上
の
方
▼
問
合
せ
＝
西
図

書
館

　
離
乳
食
講
習
会

▼
と
き
＝
2
月
12
日（
水
）午
前
10
時
～
正

午（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
～
）▼
と
こ
ろ

＝
健
康
ド
ー
ム
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム
▼
内

容
＝
9
か
月
～
1
歳
児
を
対
象
に
し
た
離

乳
食
を
作
り
ま
す
。
▼
定
員
＝
12
人（
先

着
順
）▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

ふ
き
ん
、
三
角
巾（
バ
ン
ダ
ナ
）、
筆
記
用

具
、
母
子
健
康
手
帳
▼
参
加
費
＝
２
０
０

円
▼
申
込
み
＝
１
月
14
日（
火
）か
ら
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
。

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
５
日
前
ま
で

に
健
康
ド
ー
ム
内
の
子
育
て
支
援
室
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
月
曜
は
休

み
で
す
）。

　
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
食
事
編

　
「
自
分
の
た
め
、

　
　
　
家
族
の
た
め
の
食
生
活
」

▼
と
き
＝
2
月
1
日（
土
）午
後
1
時
30
分

～
2
時
45
分
▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム
研

修
室
▼
内
容
＝
意
外
に
知
ら
な
い
食
事
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
▼
講
師
＝
大
野
千
秋

氏（
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
管
理
栄
養
士
）▼

定
員
＝
50
人（
先
着
順
）▼
申
込
み
＝
健
康

ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
へ
。

　
メ
タ
ボ
予
防

　
　
　
　
　
健
康
ア
ッ
プ
講
座

 

▼
と
き
＝
1
月
21
日（
火
）、
２
月
13
日

（
木
）、
３
月
13
日（
木
）（
全
3
回
）▼
と

こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム
▼
内
容
＝
「
太
ら
な

い
コ
ツ
」
に
関
す
る
講
座
と
調
理
実
習
▼

対
象
＝
Ｂ
Ｍ
Ｉ
23
以
上
の
方
で
、
１
年
以

内
の
健
診
結
果
を
持
っ
て
い
る
方
。
ま
た

は
そ
の
ご
家
族
の
方
▼
参
加
費
＝
２
回
目

の
み
食
材
料
費
５
０
０
円
▼
定
員
＝
20
人

（
先
着
順
）▼ 

申
込
み
＝
1
月
７
日（
火
）

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

○
お
手
軽
ボ
ー
ル
運
動
教
室

▼
と
き
＝
1
月
7
日
～
2
月
4
日
の
毎
週

火
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分（
全

5
回
）▼
定
員
＝
20
人（
先
着
順
）

○
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▼
と
き
＝
1
月
9
日
～
30
日
の
毎
週
木
曜

日
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分（
全
4
回
）

▼
定
員
＝
35
人（
先
着
順
）

▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム
▼
参
加
費
＝
１

回
に
つ
き
５
０
０
円
▼
申
込
み
＝
開
催
日

の
１
か
月
前
か
ら
健
康
ド
ー
ム
元
気
測
定

室
へ
。
申
込
み
は
ご
本
人
に
限
り
ま
す
。

※
事
前
に
自
分
の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
元
気
測
定
「
か
ん
た
ん
コ
ー
ス
」
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
当
日

は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
利
用
で
き

ま
す
。

市役所西庁舎・東庁舎、西庁舎分館・東庁舎分館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（22）1111
文化勤労会館　☎（25）5111
東公民館　☎（22）4560
東図書館・歴史民俗資料館　☎（25）3600
西図書館　☎（25）6406

社会福祉協議会本所　☎（25）8500
健康ドーム　☎（23）7006
総合体育館　☎（24）0661
保健センター　☎（23）4000
総合福祉センターもえの丘　☎（26）2888
回想法センター（旧加藤家住宅内）　☎（24）5337

公共施設等の連絡先

催

　し
と　き　１月 12日（日）　午後１時～３時
ところ　歴史民俗資料館
　昔ながらの繕い物をするワークショップで
す。お手玉作りをはじめ、郷土の数え唄や遊び方
も紹介します。穴のあいた衣類の修繕も体験で
きます。
※事前申込みは不要です。必要物品は当館で用
意しますが、思い出の布などでお手玉を作り
たい方は生地をお持ち寄りください。

手作りお手玉手作りお手玉歴史民俗資料館 
ワークショップ

講

　座

歴史民俗資料館特別展

１月26日（日）まで１月26日（日）まで

scrapbooking×ショウワ☆ライフ
―昭和の暮らし切り抜き帖－

scrapbooking×ショウワ☆ライフ
―昭和の暮らし切り抜き帖－
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統
合
失
調
症
家
族
教
室

▼
と
き
＝
１
月
23
日（
木
）午
後
２
時
～
４

時
▼
と
こ
ろ
＝
師
勝
保
健
所
大
会
議
室
▼

内
容
＝
講
話
「
家
族
の
対
応
の
仕
方
～
Ｓ

Ｓ
Ｔ（
生
活
技
能
訓
練
）を
活
用
し
て
、
実

際
の
や
り
取
り
を
練
習
し
ま
し
ょ
う
～
」

と
実
技
▼
講
師
＝
犬
山
病
院
看
護
師
▼
対

象
＝
北
名
古
屋
市
・
清
須
市
・
豊
山
町
在

住
の
統
合
失
調
症
の
方
の
家
族
▼
定
員
＝

30
人（
先
着
順
）▼
申
込
み
＝
１
月
16
日

（
木
）ま
で
に
電
話
で
、
師
勝
保
健
所
健
康

支
援
課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
☎

（
23
）５
８
１
１
へ
。

　
公
開
講
演
会
～
救
急
・
災
害
医
療
～

　

｢

日
常
と
非
日
常
の

　
　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
医
療｣

▼
と
き
＝
１
月
23
日（
木
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム
研
修
室

▼
内
容
＝
西
春
日
井
地
区
で
行
わ
れ
て
い

る
救
急
医
療
の
実
態
と
今
後
の
展
望
、
大

災
害
に
備
え
た
医
療
の
取
り
組
み
な
ど
▼

講
師
＝
今
村
康
宏
氏（
済
衆
館
病
院
医
師
）

▼
定
員
＝
50
人（
先
着
順
）※
申
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ひ
よ
こ
サ
ー
ク
ル

▼
と
き
＝
1
月
26
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム
子
育
て
支
援

室
▼
内
容
＝
体
重
測
定
、
交
流
会
、
手
遊

び
、
紙
し
ば
い
な
ど
▼
対
象
＝
生
後
2
か

月
～
1
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
親
▼
持
ち

物
＝
母
子
健
康
手
帳
▼
問
合
せ
＝
健
康

ド
ー
ム
子
育
て
支
援
室

　
「
お
ぼ
え
よ
う
北
名
古
屋
体
操
」

▼
と
き
＝
１
月
27
日（
月
）、
２
月
10
日

（
月
）・
24
日（
月
）、
３
月
10
日（
月
）・
24

日（
月
）午
後
２
時
30
分
～
３
時
▼
と
こ
ろ

＝
健
康
ド
ー
ム
研
修
室
▼
内
容
＝
北
名
古

屋
音
頭
の
曲
で
行
う
北
名
古
屋
体
操
の
練

習
会
で
す
。
１
回
限
り
の
参
加
も
可
能
で

す
。
▼
持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
靴
、
お

茶
、
タ
オ
ル
▼
問
合
せ
＝
高
齢
福
祉
課

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催

　
襖
・
障
子
張
り
講
習
会

▼
と
き
＝
１
月
21
日（
火
）・
22
日（
水
）午

前
9
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
＝
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
東
支
所
あ
け
ぼ
の
ふ

れ
あ
い
会
館
▼
内
容
＝
襖
・
障
子
の
張
り

替
え
の
実
技
講
習
会
▼
対
象
＝
市
内
在
住

の
20
歳
以
上
の
方
▼
定
員
＝
5
人（
先
着

順
）▼
申
込
み
＝
1
月
14
日（
火
）ま
で
に
、

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部
☎（
21
）

０
８
１
０
へ
。
※
必
要
な
道
具
は
主
催
者

が
用
意
し
ま
す
。

講
　
座

　市ホームページ内にある子育て支援サイトをご
存じですか。
　このサイトは、子育てに関する多くの情報を発
信し、子育て家庭へ情報を提供しています。
　市トップページの左下にあるバナーからご覧い
ただけますので、ぜひご活用ください。

◆ 子育て支援サイト

　１月１日（水）～５日（日）の間、子育て支援セン
ターは休館です。
　１月６日（月）からは通常どおり、午前９時から
開館しますので、ご利用ください。

◆ 年始の休館

　子育て支援センターへ行きたいけれど、なかなか
勇気が出ないお母さん、お父さん。初めての方の集
まりなので、ぜひ遊びに来てください。
と　き　１月９日（木）午後１時 30分～３時
ところ　西子育て支援センター
対　象　子育て支援センターを初めて利用する親

子、妊婦
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、育児相談など
※申込みは不要です。

◆ はじめましての会

　１歳前の子どもと保護者が集まり、楽しく過ごし
ます。
と　き　１月 15日（水）午後１時 30分～３時
ところ　南子育て支援センターまたは北子育て支援

センター
対　象　１歳までの乳児とその保護者、妊婦
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、育児相談など
※申込みは不要です。

◆ 赤ちゃんタイム

お問い合わせは、各子育て支援センターへ。

子育て支援センター子育て支援センター

子 育 て 情 報子 育 て 情 報子 育 て 情 報子 育 て 情 報
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回
想
法
ス
ク
ー
ル

▼
と
き
＝
１
月
20
日
～
３
月
10
日
の
毎
週

月
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分（
全

８
回
）▼
と
こ
ろ
＝
回
想
法
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
＝
か
つ
て
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
に

思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
心
や
脳
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
教
室
終
了
後
は
、
自
主
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
応
援
し
ま
す
。
▼
対
象

＝
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、

自
分
で
通
え
る
方
▼
定
員
＝
10
人（
先
着

順
）▼
申
込
み
＝
電
話
で
高
齢
福
祉
課
へ
。

　
退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き

　
①
１
月
18
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～
11

　
時
45
分

　
②
１
月
25
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～
11

　
時
45
分

▼
と
こ
ろ

　
①
小
牧
勤
労
セ
ン
タ
ー

　
②
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
春
日
井

▼
内
容
＝
「
年
金
制
度
の
概
要・手
続
き
」

「
雇
用
保
険
の
上
手
な
活
用
方
法
」
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
▼
対
象
＝
55
歳
～
60
歳
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
配
偶
者
の
方
▼
定
員
＝
30

人（
先
着
順
）▼
申
込
み
＝
１
月
６
日（
月
）

～
10
日（
金
）に
、
電
話
で
愛
知
労
福
協
尾

張
北
支
部
☎（
37
）１
３
０
６
へ
。

　
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

▼
と
き
＝
１
月
７
日（
火
）・
17
日（
金
）午

後
５
時
～
９
時
、
11
日（
土
）・
23
日（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
１
時
、
26
日（
日
）午
後

１
時
～
５
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

▼
と
き
＝
１
月
15
日（
水
）午
後
５
時
～
９

時（
１
人
に
つ
き
40
分
間
）

※
１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、
中
学
生

１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
使
用
料
が

必
要
で
す
。
定
期
券（
大
人
＝
１
か
月
：

３
８
０
０
円
、
３
か
月：１
万
１
０
０
円
）

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ=

総
合
体
育
館

　
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

　
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
操
選
手

　
　
　
　
　
笠
松
茂
氏
講
演
会

▼
と
き
＝
２
月
23
日（
日
）午
後
2
時
～

（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）▼
と
こ
ろ
＝
文

化
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル
▼
演
題
＝
「
体
操

と
の
関
わ
り
」
▼
講
師
＝
笠
松
茂
氏（
元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
操
選
手
金
メ
ダ
リ
ス

ト
）※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
整
理
券
配
布
＝
１
月
15
日（
水
）か
ら
総

合
体
育
館
、
健
康
ド
ー
ム
、
文
化
勤
労
会

館
で
配
布
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
市
体
育

協
会
☎（
25
）９
３
１
１

講
　
座

募
　
集

　総合体育館
募集人員　若干名
応募資格　おおむね 70 歳までの健康な方で、簡

単なパソコン操作ができる方
勤務内容　総合体育館受付業務
勤務場所　総合体育館
勤務日　週２～４日程度（土・日・祝日を含む）
勤務時間　午前８時 30 分～午後 5時 15 分また

は午後 5時 5分～ 9時 35分
給　与　時給 820円
試験内容　事務適性検査、面接
試験日　２月 10日（月）午前 10時～
※面接日は事務適性検査合格者にお知らせします。
試験開場　総合体育館大小会議室
勤務開始日　４月１日（火）
申込み　１月27日（月）までに履歴書（市販のもの）

を持って、スポーツ課（東庁舎）へ。

○市立保育園・心身障害児通園所等
応募資格　心身ともに健康で、保育士・幼稚園教諭免

許のいずれかをお持ちの方
勤務日時　①午前８時30分～午後５時（週５日・担任）
　　　　　②午前８時30分～午後４時30分（週５日）
　　　　　③午後３時 30分～６時 30分（週５日）
給　与　①時給 1,230 円～（社会保険加入）
　　　　②時給 1,030 円～（社会保険加入）
　　　　③時給 1,100 円
○北名古屋市児童センター
応募資格　心身ともに健康で、保育士・幼稚園教諭免

許・学校教諭免許のいずれかをお持ちの方
勤務日時　午前９時 30分～午後６時 30分のうち７

時間（週５日）
給　与　時給 1,030 円～（社会保険加入）

募集人員　若干名
採用予定日　４月１日（火）
申込み　履歴書（市販のもの）と各資格証（写）を持って

児童課（東庁舎）へ。

非 常 勤 職 員 募 集
児童福祉施設
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、
で
の
す
ま
し
新
一
を
等
ン
イ
ザ
デ
。
す

。
い
さ
だ
く
待
期
ご

　
（んhttp://w

w
w
.city.kitanagoya.

lg.jp/

。）

▼

1
月
6

）
月
（日

▼

せ
合
問

　

通
交
・
犯
防

　

　
　
　
　

中
開
公
を
画
動
策
対

　

・
犯
防
の
ん
さ
な
み
の
民
県
、
は
で
県

住
「、
め
た
る
図
を
揚
高
の
識
意
全
安
通
交

」
故
事
亡
死
通
交
「
と
」
盗
入
侵
の
へ
宅

、
本
３
編
犯
防
（画
動
策
対
の
て
い
つ
に

。
た
し
ま
し
作
制
を）
本
４
編
全
安
通
交▼

法
方
覧
閲「YouTube

県
知
愛
「
ら
か
」

　

域
地

索
検
で
」
全
安

覧
閲
ら
か

▼

せ
合
問

　　　

物
と
る
け
か
を
ギ
カ
の
数
複
に
車
転
自

ど
に
ら
さ
、
り
な
く
く
に
れ
ま
盗
に
的
理

効
的
覚
視
ぐ
そ
を
」
気
ル
ヤ
「
の
う
ぼ
ろ

。
す
ま
り
あ
も
果

　

害
被
難
盗
も
で
等
場
職
、
校
学
や
宅
自

成
平
は
で
内
市
、
り
あ
が

25

ら
か
月
１
年

10

被
難
盗
の
件
７
５
１
に
間
の
で
ま
末
月

。
た
し
ま
り
あ
が
害

　
▼

せ
合
問

　

は
尿
ん
ふ
の
猫
・
犬

　
　

い
さ
だ
く
て
し
理
処
く
し
正

　

、
が
情
苦
る
す
対
に
尿
ん
ふ
の
猫
や
犬

。
す
ま
い
て
れ
ら
せ
寄
へ
市
く
多
に
常
非

　

い
飼
で
例
条
の
市
、
は
ん
ふ
の
犬
い
飼

ま
い
て
れ
さ
定
規
が
と
こ
る
す
収
回
が
主

歩
散
、
も
て
し
関
に
尿
の
犬
、
た
ま
。
す

。
い
さ
だ
く
て
し
流
い
洗
、
し

　

く
多
の
因
原
の
情
苦
の
尿
と
ん
ふ
の
猫

と
の
も
る
よ
に
猫
い
な
い
の
主
い
飼
、
は

」
ら
か
だ
う
そ
い
わ
か
「。
す
ま
れ
ら
え
考

え
与
を
サ
エ
に
み
や
む
で
ち
持
気
う
い
と

に
々
方
の
所
近
で
尿
や
ん
ふ
、
で
と
こ
る

さ
だ
く
て
け
が
心
う
よ
い
な
ら
な
と
惑
迷

ら
暮
で
潔
清
、
で
力
協
の
ん
さ
な
み
。
い▼

せ
合
問

せ
ら
知
お

広告 広告

　市では、会議や各課からの通知に使用するた
めの広告入り封筒を無償で提供していただける
事業者を募集します。
　掲載する広告の内容等に条件がありますので、
詳しくは市ホームページをご覧ください。
規格および数量
〇角型 2号：6万枚
〇長型 3号：12 万枚
申込み　所定の用紙（総務課にあります。市ホー

ムページからもダウンロードできます）
に必要事項を記入し、1 月 24 日（金）
までに総務課（西庁舎）へ。

問合せ　総務課

広告入り封筒
　　　　提供者募集
広告入り封筒
　　　　提供者募集

北名古屋市役所

集
　
募
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力
協
ご
に
金
募
同
共

　

た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ

  

年
昨

10

た
わ
に
間
月
か
３
ら
か
日
１
月

市
、
は
に
動
運
金
募
同
共
た
れ
さ
開
展
り

よ
に
解
理
ご
の
ま
さ
な
み
の
所
業
事
や
民

ご
の
方
の
ん
さ
く
た
と
意
善
い
か
温
心
る

ま
り
ま
集
が
金
募
の
額
多
、
り
よ
に
力
尽

屋
古
名
北
が
割
８
約
の
金
募
の
こ
。
た
し

域
地
、
れ
さ
分
配
に
会
議
協
祉
福
会
社
市

ま
い
て
れ
さ
用
活
に
め
た
の
上
向
祉
福

。
す

　

り
よ
心
、
し
対
に
意
好
ご
の
ま
さ
な
み

も
と
と
す
ま
げ
上
し
申
を
謝
感
と
意
敬

お
う
よ
す
ま
り
賜
を
力
協
ご
も
年
本
、
に

。
す
ま
げ
上
し
申
い
願

　
　

会
員
委
金
募
同
共
市
屋
古
名
北

　
　
　
　
　

長
会

　
高
　
柳
　
利
　
清

　

た
し
ま
き
だ
た
い
を
付
寄

　

た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ

会
科
分
形
人
会
工
商
市

　
様　
10

円
万

▼

せ
合
問

　

　
　
　
　

い
さ
だ
く
用
利
ご

　

合
い
問
お
は
方
る
す
望
希
を
用
利
。
す
ま

。
い
さ
だ
く
せ
わ▼

せ
合
問

　

請
申
格
資
加
参）
積
見
（札
入

団
業
企
道
水
屋
古
名
北
○▼

種
業

▼
託
委
務
業
、
給
供
の
品
物
、
理
監

請
申

限
期
効
有
の

26
・
27

（度
年

2
年

▼）
間

間
期
付
受

▼

法
方
請
申

道
水
屋
古
名
北
、
て
し
入
記
を
項
事
要
必

（☎
課
務
総
団
業
企

22

。
へ
１
５
２
１）

合
組
務
事
域
広
井
日
春
西
○▼

限
期
効
有
の
請
申

26
・
27

度
年

（
2

▼）
間
年

間
期
付
受

▼）
可

法
方
請
申

消
合
組
務
事
域
広
井
日
春
西
、
て
し
入
記

（☎
課
務
総
部
本
防

22

。
へ
２
１
９
４）

　

談
相
れ
忘
の
も

▼

き
と

23

後
午）
木
（日

2

4

▼
時

ろ
こ
と

▼
室

容
内

▼
す
ま
じ
応
が
師

員
定

4

）
順
着
先
（人

▼

み
込
申

16

域
地
に
で
ま）
木
（日

。
へ）
舎
庁
東

　

へ
方
の
母
父
び
よ
お
妻
の
者
没
戦

　

す
ま
し
給
支
を
金
付
給
別
特

方
の
妻
の
者
没
戦
▼

成
平
○

15

25

月
３
年

31

よ
に
と
こ
た
し
亡
死
が
夫
に
間
の
日

成
平
、
り

25

務
公
て
い
お
に
日
１
月
４
年

を
利
権
る
け
受
を
等
金
年
族
遺
、
料
助
扶

成
平
、
し
有

25
年
10

て
し
存
生
に
日
１
月方

の
妻
の
者
没
戦
る
い

面
額
（

20

、
円
万

10

）
債
国
名
記
の
還
償
年

第
○

18

第
は
た
ま
金
付
給
別
特
回

20

特
回

あ
で
夫
、
で
方
た
い
て
け
受
を
金
付
給
別

成
平
が
者
病
傷
戦
る

15

成
18

月
９
年

30

死
務
公
（亡
死
に
間
の
日

、
り
よ
に
と
こ
た
し）
亡
死
連
関
務
勤
・
亡

成
平

25
年
10

助
扶
務
公
て
い
お
に
日
１
月

す
有
を
利
権
る
け
受
を
等
金
年
族
遺
、
料

方
の
妻
の
者
没
戦
る

を
金
付
給
別
特
て
し
と
妻
の
者
病
傷
戦
（

）
す
ま
り
な
異
が
債
国
る▼

方
の
母
父
の
者
没
戦

成
平
○

15

25

月
３
年

31

こ
た
し
亡
死
が
孫
は
た
ま
子
に
間
の
日

成
平
、
り
よ
に
と

25

い
お
に
日
１
月
４
年

る
け
受
を
等
金
年
族
遺
、
料
助
扶
務
公
て

か
、
し
有
を
格
資
る
け
受
は
た
ま
利
権

成
平
、
つ

25

月
９
年

30

氏
に
間
の
で
ま
日

ら
至
に
る
す
有
も
孫
も
子
る
す
く
じ
同
を

面
額
（

10

）
債
国
名
記
の
還
償
年
５
、
円
万

▼

間
期
求
請

28

月
９
年

30

で
ま
日

▼

せ
合
問

公共施設利用抽選会
施設名 と　き ところ

 文化勤労会館
 大ホール（平成26年8月分）

 ２月１日（土）受付 : 午前８時35分～  文化勤労会館
 エントランスホール 大ホール以外（平成26年4月分）

 展示室・展示コーナー（平成26年5月分）
 東公民館（平成26年4月分）  ２月１日（土）受付 : 午前８時50分～  東公民館 視聴覚室

広告 広告

せ
ら
知
お
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窓
口
延
長

▼
西
庁
舎
＝
毎
月
第
１・
３
金
曜
日
▼
東

庁
舎
＝
毎
月
第
２・
４
金
曜
日
午
後
7
時

30
分
ま
で
▼
内
容
＝
戸
籍
・
住
民
票
・
税

務
な
ど
の
証
明
書
発
行
、
印
鑑
登
録
、
市

税
な
ど
の
収
納

　
今
月
の
納
税
・
納
付（
1
月
）

○
市
県
民
税　
　
　
　
　
　
　
　
第
４
期

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　
第
８
期

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　
第
７
期

▼
納
期
限
＝
１
月
31
日（
金
）ま
で

　
市
税
等
の
納
税
・
納
付
に
は
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
引
落
し
は
申
請
日
の
翌
月
末
以
降
と
な

り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
収
納
課

　
保
育
料
・
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
１
月
分
》

　
振
替
が
で
き
る
よ
う
、
預
貯
金
額
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
振
替
日
＝
１
月
７
日（
火
）▼
問
合
せ
＝

児
童
課

　
「
六
十
歳
の
つ
ど
い
」
の

　
　
　
開
催
日
を
変
更
し
ま
す

　
「
広
報
北
名
古
屋
」
平
成
25
年
11
月
号

で
お
知
ら
せ
し
た
「
六
十
歳
の
つ
ど
い
」

は
、
実
行
委
員
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
た
め

開
催
日
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
変
更
前
＝
1
月
26
日（
日
）

▼
変
更
後
＝
3
月
9
日（
日
）

※
参
加
者
募
集
の
記
事
は
、
広
報
2
月
号

に
掲
載
予
定
で
す
。
ま
た
、
引
き
続
き

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
放
送
大
学
4
月
生
募
集

　
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学
で
は

平
成
26
年
度
第
１
学
期（
4
月
入
学
）の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間
＝
２
月
28
日（
金
）ま
で
。
▼

問
合
せ
＝
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
２
（
８
３
１
）１
７
７
１
ま
た
は

資
料
請
求
専
用
☎
０
１
２
０
（
８
６
４
）

６
０
０
へ
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

▼
と
き
＝
1
月
7
日（
火
）午
後
1
時
15
分

～
2
時
▼
対
象
＝
平
成
25
年
7
月
11
日
～

31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
と
き
＝
2
月
4
日（
火
）午
後
1
時
15
分

～
2
時
▼
対
象
＝
平
成
25
年
8
月
1
日
～

20
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム
▼
持
ち
物
＝
母

子
健
康
手
帳
、
す
こ
や
か
手
帳
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
体
温
計
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

※
対
象
外
の
方
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
国
有
地
を
売
却
し
ま
す

　
東
海
財
務
局
で
は
、
相
続
税
の
物
納
に

よ
り
国
有
と
な
っ
た
土
地
や
、
国
と
し
て

使
用
し
な
く
な
っ
た
庁
舎
跡
地
な
ど
を
売

却
し
て
い
ま
す
。

▼
入
札
受
付
期
間（
予
定
）＝
1
月
27

日（
月
）
～
2
月
3
日（
月
）▼
所
在

地
＝
山
之
腰
五
条
10
番
１
▼
面
積
＝

１
１
３
７・
４
５
㎡
▼
問
合
せ
＝
東
海
財

務
局
第
四
統
括
部
門
☎
０
５
２（
９
５
１
）

１
７
１
０

※
詳
し
く
は
、
東
海
財
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://tokai.m
of.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　環境省などが主催する平成 25年度「３Ｒ促進
ポスターコンクール」で、市内小学校の児童２人
が受賞しました。

小学生低学年の部
優秀賞　吉本 昌弘 くん
（師勝西小学校２年）

小学生低学年の部
佳作　菅野 蒼晴 くん
（師勝西小学校１年）

おめでとうございます

３Ｒ促進ポス
ターコンクールで受賞
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無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

　
　
　
　
　
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　
Ｂ
型
お
よ
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
は
、
全
国
で
あ
わ
せ
て
３
０
０
万
人

以
上
に
上
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
主
に
血
液
を
介

し
て
感
染
す
る
病
気
で
す
。
肝
炎
の
感
染

経
路
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
過

去
の
手
術
・
輸
血
・
予
防
接
種
等
で
感
染

し
て
い
た
り
、
ピ
ア
ス
の
穴
あ
け
等
で
も

感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す（
現
在
で

は
、
手
術
・
輸
血
・
予
防
接
種
で
感
染
の

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
ま
た
、
本
人
が
感
染
に
気
づ
か
な
い
う

ち
に
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ

と
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
予
防

す
る
た
め
に
は
、
感
染
の
早
期
発
見
と
早

期
治
療
が
大
変
重
要
で
す
。

　
県
の
保
健
所
や
一
部
の
医
療
機
関
で
は

肝
炎
の
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
感
染
が
心
配
な
方
は
ぜ
ひ
、
検
査
を

受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ=

県
健
康
福
祉
部
健
康
対
策

課
☎
０
５
２（
９
５
４
）６
２
６
８
ま
た
は

師
勝
保
健
所
☎（
23
）５
８
１
１
へ
。

　
１
月
20
日
は

　
　
「
あ
い
ち
消
防
団
の
日
」

　
県
は
、
消
防
団
に
対
す
る
理
解
促
進
と

団
員
の
確
保
を
図
る
た
め
、
毎
年
１
月
20

日
を
「
あ
い
ち
消
防
団
の
日
」
に
制
定
し

ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、
地
域
の
実
情
に
精
通
し
、

組
織
力
と
機
動
力
を
持
ち
、
災
害
時
に
す

ぐ
さ
ま
現
場
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
大
き
な
支
え

で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
安
全
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
地
域

の
安
心
・
安
全
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー
「
消
防

団
」
へ
の
加
入
促
進
を
図
る
た
め
１
月
20

日（
月
）は
、
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
名

古
屋
駅
タ
ワ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
始
め
県
内

全
市
町
村
に
お
い
て
、
一
斉
に
Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
し
、
消
防
団
の
魅
力
や
重
要
性
を

発
信
し
ま
す
。

▼
問
合
せ=

県
防
災
局
消
防
保
安
課
☎

０
５
２（
９
５
４
）６
１
９
５

 　
平
成
26
年
度
入
学
す
る
方
へ

　
私
立
学
校
入
学
納
付
金
を

　
　
　
　
　
　
お
貸
し
し
ま
す

　
こ
の
春
新
し
く
県
内
の
私
立
高
等
学
校

ま
た
は
私
立
専
修
学
校
高
等
課
程
に
入
学

す
る
方
で
一
定
の
所
得
基
準
に
当
て
は
ま

る
方
に
、
入
学
納
付
金
の
一
部
を
無
利
息

で
お
貸
し
し
ま
す
。

▼
貸
付
限
度
額（
１
人
あ
た
り
）=

私
立

高
等
学
校
入
学
者
：
10
万
円
、
私
立
専
修

学
校
高
等
課
程
入
学
者
：
５
万
円
▼
申
請

期
限=

私
立
高
等
学
校
推
薦
入
試
合
格

者:

２
月
７
日（
金
）ま
で
、
私
立
高
等
学

校
一
般
入
試
合
格
者:

３
月
20
日（
木
）ま

で
、
私
立
専
修
学
校
高
等
課
程
推
薦
お
よ

び
一
般
入
試
合
格
者:

３
月
７
日（
金
）ま

で
▼
申
請
方
法=

入
学
す
る
学
校
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ=

（
一
財
）愛
知
県
私
学
振
興
事
業
財
団
☎

０
５
２（
９
５
１
）５
６
９
１

お
知
ら
せ

公共施設利用抽選会・平成26年２月分
施設名 と　き ところ

 二子テニスコート  １月11日（土）受付 : 午前８時30分～  総合体育館 市民ホール
 市民グラウンド・中学校グラウンド（師勝・訓原・
西春・白木・天神中学校）夜間照明  １月18日（土）受付 : 午前８時30分～  総合体育館 大・小会議室

 学校施設（体育館・テニスコート）  １月18日（土）受付 : 午前9時30分～  総合体育館 大・小会議室

西枇杷島警察署調べ
市内の交通事故発生状況

西枇杷島警察署調べ

市内の窃盗犯発生状況市内の窃盗犯発生状況

侵 入 盗
乗 物 盗
非侵入盗
侵入盗 : 空き巣、忍び込み等
乗物盗 : 自転車・自動車・オートバイ盗
非侵入盗 : 車上ねらい、部品ねらい、
　　　　  ひったくり等

17 件
27 件
34 件

 11 月 累 計
195 件
 239 件
446 件

人身事故数は死亡事故数を含む。

 11 月 累 計

死亡事故

人身事故

物損事故

1 件 2 件
1 人 2 人

48 件 516 件
61 人 652 人

163 件 1,904 件

　長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
叙

勲
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
秘
書

課
へ
。 瑞

宝
双
光
章

　警
察
功
労

小
木
曽 

功 

氏（
片
場
）

　お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
秘
書

課
へ
。 瑞

宝
双
光
章

　警
察
功
労

有
働 

駿
介 

氏（
九
之
坪
）

　長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
叙

勲
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

　警
察
功
労

小
木
曽
功
氏（
片
場
）

瑞
宝
双
光
章

　警
察
功
労

有
働
駿
介
氏（
九
之
坪
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

長
年

尽
力
さ
れ
た
功
績
に

　
　
　

 

栄
え
あ
る
表
彰

長
年

尽
力
さ
れ
た
功
績
に

　
　
　

 

栄
え
あ
る
表
彰



催
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平成26年　1月 20

　

子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番

　
県
で
は
、
子
ど
も
に
つ
い
て
の
悩
み
を

抱
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
電
話
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
お
子
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
毎
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時（
年
中
無
休
）▼
連
絡
先

＝
電
話
相
談
子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番
☎

０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　
児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
休
日
・
夜
間
対
応
可
）。
▼
連
絡
先
＝
県

中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
２（
９
６
１
）７
２
５
０
ま
た
は
市
役

所
家
庭
支
援
課
☎（
22
）１
１
１
１

　

教
育
相
談

　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」（
東
庁
舎
分
館
）▼
連

絡
先
＝
☎（
24
）４
１
５
２

　
家
庭
教
育
相
談

　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
家
庭
教
育
上

の
悩
み
を
持
つ
児
童
や
生
徒
、
保
護
者
な

ど
の
相
談
に
電
話
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
県
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
☎
０
５
２（
９
６
１
）０
９
０
０

　
子
育
て
相
談

　
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る
電
話
相
談

▼
と
き
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る
面
接
相
談
【
予

約
制
】

▼
と
き
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

言
語
聴
覚
士
に
よ
る
発
達
相
談【
予
約
制
】

▼
と
き
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
10
時
～

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

　
精
神
障
害
者
と

　
　
　
家
族
の
た
め
の
相
談

　
精
神
に
障
害
を
有
す
る
方
の
自
立
と
社

会
参
加
の
促
進
を
目
的
に
、
日
常
生
活
の

支
援
や
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
会（
れ

ん
こ
ん
）で
も
個
別
支
援
相
談
を
毎
月
第

４
土
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
☎（
25
）

０
６
３
１

　
行
政
相
談

▼
と
き
＝
１
月
23
日（
木
）午
前
９
時
～
11

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
会
議

室
▼
内
容
＝
行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
に

関
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
、
行
政
運

営
の
改
善
等
を
図
り
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝

総
務
課

　
無
料
出
張
心
配
ご
と
相
談

▼
と
き
＝
２
月
９
日（
日
）午
前
９
時
～
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
ヨ
シ
ヅ
ヤ
師
勝
店
１
階
店

舗
内
▼
内
容
＝
日
常
生
活
で
の
困
り
ご

と
、
悩
み
ご
と
、
職
場
で
の
悩
み
ご
と
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
▼
相
談
員
＝
社

会
保
険
労
務
士
等
▼
問
合
せ
＝
社
会
福
祉

協
議
会
本
所

　
１
月
か
ら

　
県
税
の
還
付
業
務
体
制
が

　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
現
在
、
各
県
税
事
務
所
で
行
っ
て
い
る

県
税
の
還
付
業
務
を
平
成
26
年
１
月
か
ら

名
古
屋
東
部
県
税
事
務
所
に
集
約
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
県
税
還
付
金
の
還
付

請
求
権
譲
渡
書
類
の
提
出
先
が
名
古
屋
東

部
県
税
事
務
所
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
税
還
付
金
の
振
込
先
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
に
、
管
轄
の
県
税

事
務
所
だ
け
で
な
く
名
古
屋
東
部
県
税
事

務
所
か
ら
も
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
25
年
12
月
ま
で
に
名
古
屋

北
部
県
税
事
務
所
か
ら
発
行
す
る
送
金
支

払
通
知
書
の
再
発
行
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
名
古
屋
北
部
県
税
事
務
所
に

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
名
古
屋
東
部
県
税
事
務
所
☎

０
５
２（
９
５
３
）７
７
９
９
ま
た
は
名
古

屋
北
部
県
税
事
務
所
総
務
課
総
務･

広

報･

管
理
グ
ル
ー
プ
☎
０
５
２（
５
３
１
）

６
３
０
１
へ
。

育児への不安、いじめ、児童虐待など
気軽にご相談ください！

 12 月１日現在

83,233 人   （+ 27）

41,863 人   （－  4）

41,370 人   （+ 31）

総人口

男　性

女　性

世帯数 33,885 世帯 （+ 38）

北名古屋市の人口

相
　
談



催
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相談コーナー相談コーナー
催
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健
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イ
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各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。

相 談 名 と　き ( 祝祭日は除く ) と こ ろ 相 談 員 問 合 せ

家庭・児童相談  月曜日～金曜日 8:30 ～ 17:00 家庭支援課
（東庁舎分館） 市の相談員

家庭支援課

母子家庭等就業相談  １月９日（木）10:00 ～ 15:30
 ※12:00 ～ 13:00は除く

ミーティングルー
ム（東庁舎） 県の就業相談員

母子自立支援相談  月曜日～金曜日 10:00 ～ 16:00 家庭支援課
（東庁舎分館）

市の母子自立支援
員

青少年相談
ひきこもり・ニート相談
※電話相談も可

 月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:00 青少年センター
（東庁舎分館）

青少年センター指
導員

心身障害者相談
※電話相談も可  1月14日（火） 10:00 ～ 12:00 市民相談室（東庁舎） 身体障害者相談員 

知的障害者相談員 社会福祉課

法律相談（1組30分）
※予約制１月６日（月）
　から受付開始

 1月23日（木） 9:00 ～ 12:00 総合福祉センター 
もえの丘相談室

弁護士

社会福祉協議会本所
☎（25）8500

 1月16日（木）・2月6日（木）
 9:00 ～ 12:00

社会福祉協議会本
所相談室

司法書士相談 (1組50分）
※予約制１月６日（月）
　から受付開始

 1月21日（火） 13:00 ～ 16:00 総合福祉センター 
もえの丘相談室

司法書士
 2月4日（火）13:00 ～ 16:00 社会福祉協議会本

所相談室

ボランティア相談  1月15日（水）13:30 ～ 15:30
総合福祉センター 
も え の 丘 ボ ラ ン
ティア専用室

ボランティア活
動実践者､ 社会福
祉協議会職員

心配ごと相談  1月28日（火）9:00 ～ 12:00 社会福祉協議会本
所相談室 社会保険労務士等

不動産取引の悩みごと相談  1月16日（木）13:00 ～ 16:00 社会福祉協議会本
所相談室

愛知県宅地建物
取引業協会会員

消費生活相談（消費者トラ
ブル・多重債務）

※近隣市町の相談窓口も利
用できます

 北名古屋市  毎週水曜日
 13:30 ～ 16:30

ミーティングルー
ム（東庁舎）

消費生活専門相談員
※電話での相談可 商工農政課

 清須市

 毎月第1 ～ 4火曜日 
 13:30 ～ 16:30

清須市役所本庁舎相
談室

消費生活専門相談員
※電話での相談可

清須市役所 産業課
☎052（400）2911

 1月8日（水） 
 18:00 ～ 20:00 清洲市民センター

司法書士
 1月25日（土） 
 10:00 ～ 12:00

清須市役所本庁舎相
談室

 豊山町  1月15日（水） 
 13:00 ～ 15:00 豊山町役場会議室 3 消費生活相談員

※電話での相談可
豊山町役場 都市計画課
☎（28）2463

求人情報提供職業相談・
職業紹介  月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:00 市役所西庁舎分館

地域職業相談室
職業相談員（地域
職業相談室担当）

北名古屋市地域職業相
談室　☎（24）8689

国民年金相談
※年金手帳を持参してください  月曜日～金曜日 8:30 ～ 17:00 国保医療課（東・西

庁舎） 市職員 国保医療課（東・西庁舎）

広聴相談（行政一般）
※予約制  月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:00 会議室等（西庁舎） 市職員 人事秘書課



いき きい

平成26年　1月23 平成26年　1月 22

お知らせコーナーの記事に関する
お問い合わせは、保健センターへ。

名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細
母子健康手帳
発行

4か月児健診

１０か月児健診

1 歳 6 か 月 児
健診
※歯を磨いてきて

ください。
2歳児むし歯
予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

2歳6か月児む
し歯予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

3歳児健診
※歯を磨いてきて

ください。

育児相談・
栄養相談
母乳相談

（予約制）
発達相談

（予約制）

1月8日（水）・17日（金）
・31日（金）

8月21日～9月10日生まれ
1月10日（金）
9月11日～9月30日生まれ
1月24日（金）
2月21日～3月10日生まれ
1月8日（水）
3月11日～3月31日生まれ
1月22日（水）

1月15日（水）

1月9日（木）

1月23日（木）

1月16日（木）

1月22日（水）

1月22日（水）

1月8日（水）・29日（水）
３１日（金）

10：00～10：30
  受付９：４0～9：55

受付13：00～13：45

受付13：00～13：45

受付13：00～13：45

受付9：15～10：00

受付9：15～10：00

受付13：00～13：45

受付9：3０～11：00

受付9：3０～11：00
　
受付9：3０～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子手帳等の使い方や妊娠中の過ごし方などの説明
※実施日に参加できない方は保健センターへご連絡ください。
対　象：平成25年8月21日～9月30日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話
対　象：平成25年2月21日～3月31日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の10か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート（絵本の

読み聞かせ）
対　象：平成24年6月1１日～6月30日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の1歳6か月児健診問診票、

歯ブラシ、タオル
内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び　
対　象：平成23年12月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳児むし歯予防教室

問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成23年7月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳6か月児むし歯予防

教室問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成22年12月21日～平成23年1月10日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３歳児健診問診票、視

力・聴力検査アンケート、歯ブラシ、タオル
内　容：健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。
※当日、会場で尿検査を行います。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳
※15日から29日へ開催日を変更しましたのでご注意ください。

お 知 ら せ

成人保健事業
名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談・
心の健康相談

13：30～15：30 持ち物：健康手帳（お持ちの方のみ）
内　容：健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、尿検査

1月31日（金）

パパママ教室
　と　き　1 月 26 日（日）・27 日（月）午前 9 時 20 分～

正午（受付：午前 9 時 10 ～）
　ところ　健康ドーム
　内　容　１日目：父親の役割、妊婦体験、沐浴実習、交流会

２日目：分娩の経過と呼吸法、おっぱいの準備、 
妊娠中の栄養、妊娠中の歯科衛生について

　対　象　妊娠 6 か月以上の方と夫　
　定　員　25 組（先着順）
　持ち物　母子健康手帳、筆記用具
　申込み　１月６日（月）から保健センターへ。
　※託児所が利用できます。希望する方は、開催日の 5 日前

までに健康ドーム内の子育て支援室☎（22）7601 へお
問い合わせください（月曜日は休みです）。

高齢者インフルエンザ予防接種
　対　象　市内在住の満65歳以上の方。または満60 ～ 65

歳未満で心臓、じん臓、呼吸器または免疫機能障
害を有し、身体障害者手帳1級をお持ちの方。

　接種方法　
　①指定医療機関または保健センターで予診票、案内書をお

受け取りください（1 月 31 日（金）まで配布しています）。
②医療機関に接種の予約をしてください。
③予約した医療機関で接種を受けてください。
　接種期間　1 月 31 日（金）まで
　接種費用　1,000 円
　接種回数　1 回

母子保健事業

※乳幼児健診・むし歯予防教室は、1時間30分～2時間ほどかかります。

　対象となる方で、実施日に水ぼうそうや手足口病など、集団感染しやすい
病気にかかっている方やかかっている恐れのある方は、保健センターまでご
連絡ください。

子どものインフルエンザ予防接種費補助
　対　象　1 歳～ 15 歳（中学校 3 年生）の方
　補助期間　1 月 31 日（金）まで
　補助金額　接種 1 回につき 1,000 円
　補助回数　○1 歳～ 12 歳の方は 2 回まで。

○13 歳～ 15 歳（中学校 3 年生）の方は 1 回。
　実施方法　市内の指定医療機関で接種してください。そ

の場で接種費用から補助金額を控除します。
　※市指定医療機関は市のホームページをご確認いただく

か、保健センターへお問い合わせください。

　指定医療機関以外で予防接種を受けた場合
　高齢者インフルエンザまたは子どもインフルエンザ
予防接種を、10 月 15 日以降に指定医療機関以外で受
けた方に、補助金を交付します。

　申請方法　次のものを持って、保健センターへ。
　申請に必要なもの　
　　○予診票（コピー可・高齢者インフルエンザのみ）
　　○領収証（インフルエンザ予防接種料金がわかるもの）
　　○振込先の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
　　○印かん

編集発行　北名古屋市役所総務部人事秘書課　〒481-8531　愛知県北名古屋市西之保清水田15
☎0568（22）1111　ＦＡＸ 0568（25）1800　ホームページ http://www.city.kitanagoya.lg.jp/

※外科の受付時間は、各医療機関によって異なりますので、あらかじめお電話でお問い合わせください。

救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」☎（81）1133

日曜日、祝日に
　急病人が出たときは・・・休日診療

母子保健事業・成人保健事業の会場は、すべて健康ドームです。
お問い合わせは、保健センター☎（23）4000 へ。

※変更になる場合があります

西部休日急病診療所　清須市西枇杷島町花咲８4
 ☎052（503）8277   

内科・小児科

東部休日急病診療所　北名古屋市九之坪白山３９  
☎（23）0122 受付時間（9：30～１１：３０／13：00～16：30）

西春駅

←

白山 師勝保健所

健康ドーム
東部休日急病診療所東部休日急病診療所

東部休日急病診療所担当医
山田クリニック
ようていファミリークリニック
徳重クリニック
光寿会リハビリテーション病院
さはし内科クリニック
いぶき野クリニック
師勝クリニック
とよ山内科クリニック
田中クリニック

1/1（水）
2（木）
3（金）
5（日）

12（日）
13（月）
19（日）
26（日）

2/2（日）

外科 歯科
受付時間 ※（10：00～17：00） （9：30～11：30）

外 科 歯 科 所在地所在地と　き

びわじま整形外科
☎052（505）8778

きとう医院
☎052（400）7211

ゆたかクリニック
☎052（408）0171

安田クリニック
☎（26）2020

済衆館病院
☎（21）0811

かんやまクリニック
☎（23）2007

杉山医院
☎（28）1181

済衆館病院
☎（21）0811

名古屋整形外科人工関節
クリニック ☎（22）7772

清須市
西枇杷島町

清須市
寺野

清須市
春日

北名古屋市
九之坪

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
鹿田

豊山町
豊場

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
高田寺

建部歯科クリニック
☎052（502）4250

みえき歯科
☎（25）8020

水谷歯科医院
☎052（501）1390

菱川歯科
☎（23）9795

普山田歯科医院
☎052（503）7108

西春歯科
☎（23）9511

西村歯科医院
☎052（501）8254

原歯科医院
☎（25）4188

石田歯科
☎052（401）8088

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
高田寺

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
鹿田

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
鹿田

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
鹿田

清須市
阿原

催

　し

講

　座
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　集
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いき きい

平成26年　1月23 平成26年　1月 22

お知らせコーナーの記事に関する
お問い合わせは、保健センターへ。

名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細
母子健康手帳
発行

4か月児健診

１０か月児健診

1 歳 6 か 月 児
健診
※歯を磨いてきて

ください。
2歳児むし歯
予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

2歳6か月児む
し歯予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

3歳児健診
※歯を磨いてきて

ください。

育児相談・
栄養相談
母乳相談

（予約制）
発達相談

（予約制）

1月8日（水）・17日（金）
・31日（金）

8月21日～9月10日生まれ
1月10日（金）
9月11日～9月30日生まれ
1月24日（金）
2月21日～3月10日生まれ
1月8日（水）
3月11日～3月31日生まれ
1月22日（水）

1月15日（水）

1月9日（木）

1月23日（木）

1月16日（木）

1月22日（水）

1月22日（水）

1月8日（水）・29日（水）
３１日（金）

10：00～10：30
  受付９：４0～9：55

受付13：00～13：45

受付13：00～13：45

受付13：00～13：45

受付9：15～10：00

受付9：15～10：00

受付13：00～13：45

受付9：3０～11：00

受付9：3０～11：00
　
受付9：3０～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子手帳等の使い方や妊娠中の過ごし方などの説明
※実施日に参加できない方は保健センターへご連絡ください。
対　象：平成25年8月21日～9月30日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話
対　象：平成25年2月21日～3月31日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の10か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート（絵本の

読み聞かせ）
対　象：平成24年6月1１日～6月30日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の1歳6か月児健診問診票、

歯ブラシ、タオル
内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び　
対　象：平成23年12月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳児むし歯予防教室

問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成23年7月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳6か月児むし歯予防

教室問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成22年12月21日～平成23年1月10日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３歳児健診問診票、視

力・聴力検査アンケート、歯ブラシ、タオル
内　容：健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。
※当日、会場で尿検査を行います。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳
※15日から29日へ開催日を変更しましたのでご注意ください。

お 知 ら せ

成人保健事業
名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談・
心の健康相談

13：30～15：30 持ち物：健康手帳（お持ちの方のみ）
内　容：健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、尿検査

1月31日（金）

パパママ教室
　と　き　1 月 26 日（日）・27 日（月）午前 9 時 20 分～

正午（受付：午前 9 時 10 ～）
　ところ　健康ドーム
　内　容　１日目：父親の役割、妊婦体験、沐浴実習、交流会

２日目：分娩の経過と呼吸法、おっぱいの準備、 
妊娠中の栄養、妊娠中の歯科衛生について

　対　象　妊娠 6 か月以上の方と夫　
　定　員　25 組（先着順）
　持ち物　母子健康手帳、筆記用具
　申込み　１月６日（月）から保健センターへ。
　※託児所が利用できます。希望する方は、開催日の 5 日前

までに健康ドーム内の子育て支援室☎（22）7601 へお
問い合わせください（月曜日は休みです）。

高齢者インフルエンザ予防接種
　対　象　市内在住の満65歳以上の方。または満60 ～ 65

歳未満で心臓、じん臓、呼吸器または免疫機能障
害を有し、身体障害者手帳1級をお持ちの方。

　接種方法　
　①指定医療機関または保健センターで予診票、案内書をお

受け取りください（1 月 31 日（金）まで配布しています）。
②医療機関に接種の予約をしてください。
③予約した医療機関で接種を受けてください。
　接種期間　1 月 31 日（金）まで
　接種費用　1,000 円
　接種回数　1 回

母子保健事業

※乳幼児健診・むし歯予防教室は、1時間30分～2時間ほどかかります。

　対象となる方で、実施日に水ぼうそうや手足口病など、集団感染しやすい
病気にかかっている方やかかっている恐れのある方は、保健センターまでご
連絡ください。

子どものインフルエンザ予防接種費補助
　対　象　1 歳～ 15 歳（中学校 3 年生）の方
　補助期間　1 月 31 日（金）まで
　補助金額　接種 1 回につき 1,000 円
　補助回数　○1 歳～ 12 歳の方は 2 回まで。

○13 歳～ 15 歳（中学校 3 年生）の方は 1 回。
　実施方法　市内の指定医療機関で接種してください。そ

の場で接種費用から補助金額を控除します。
　※市指定医療機関は市のホームページをご確認いただく

か、保健センターへお問い合わせください。

　指定医療機関以外で予防接種を受けた場合
　高齢者インフルエンザまたは子どもインフルエンザ
予防接種を、10 月 15 日以降に指定医療機関以外で受
けた方に、補助金を交付します。

　申請方法　次のものを持って、保健センターへ。
　申請に必要なもの　
　　○予診票（コピー可・高齢者インフルエンザのみ）
　　○領収証（インフルエンザ予防接種料金がわかるもの）
　　○振込先の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
　　○印かん

編集発行　北名古屋市役所総務部人事秘書課　〒481-8531　愛知県北名古屋市西之保清水田15
☎0568（22）1111　ＦＡＸ 0568（25）1800　ホームページ http://www.city.kitanagoya.lg.jp/

※外科の受付時間は、各医療機関によって異なりますので、あらかじめお電話でお問い合わせください。

救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」☎（81）1133

日曜日、祝日に
　急病人が出たときは・・・休日診療

母子保健事業・成人保健事業の会場は、すべて健康ドームです。
お問い合わせは、保健センター☎（23）4000 へ。

※変更になる場合があります

西部休日急病診療所　清須市西枇杷島町花咲８4
 ☎052（503）8277   

内科・小児科

東部休日急病診療所　北名古屋市九之坪白山３９  
☎（23）0122 受付時間（9：30～１１：３０／13：00～16：30）

西春駅

←

白山 師勝保健所

健康ドーム
東部休日急病診療所東部休日急病診療所

東部休日急病診療所担当医
山田クリニック
ようていファミリークリニック
徳重クリニック
光寿会リハビリテーション病院
さはし内科クリニック
いぶき野クリニック
師勝クリニック
とよ山内科クリニック
田中クリニック

1/1（水）
2（木）
3（金）
5（日）

12（日）
13（月）
19（日）
26（日）

2/2（日）

外科 歯科
受付時間 ※（10：00～17：00） （9：30～11：30）

外 科 歯 科 所在地所在地と　き

びわじま整形外科
☎052（505）8778

きとう医院
☎052（400）7211

ゆたかクリニック
☎052（408）0171

安田クリニック
☎（26）2020

済衆館病院
☎（21）0811

かんやまクリニック
☎（23）2007

杉山医院
☎（28）1181

済衆館病院
☎（21）0811

名古屋整形外科人工関節
クリニック ☎（22）7772

清須市
西枇杷島町

清須市
寺野

清須市
春日

北名古屋市
九之坪

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
鹿田

豊山町
豊場

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
高田寺

建部歯科クリニック
☎052（502）4250

みえき歯科
☎（25）8020

水谷歯科医院
☎052（501）1390

菱川歯科
☎（23）9795

普山田歯科医院
☎052（503）7108

西春歯科
☎（23）9511

西村歯科医院
☎052（501）8254

原歯科医院
☎（25）4188

石田歯科
☎052（401）8088

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
高田寺

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
鹿田

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
鹿田

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
鹿田

清須市
阿原
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